
《主要施策に係る資料集》



結集！しまねの子育て協働プロジェクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふるさと教育推進事業 学校支援地域本部事業 放課後子ども教室推進事業 
推進計画、ネットワーク会議 
教員研修、ボランティア研修 

地域教育協議会 
学校支援ボランティア研修 

検討の場の設置 
指導者、支援者の研修 

特別非常勤講師、地域講師 
ボランティア 

地域コーディネーター 
学校支援ボランティア 

コーディネーター、安全管理員 
学習アドバイザー、ボランティア 

第３期 Ｈ２３～Ｈ２５ 概ねＨ２５まで  
 

【背 景】 
①事業連携の視点 

 地域で取り組まれている教育活動がばらばらに実施されており、それぞれの取組が独自の

判断で地域住民との関わりを持つ場合が多く、地域によっては効率の悪い取組となっている。 
②人材の視点 

 事業毎にコーディネーターやリーダーを配置しているため、地域に取組の中心となる人材

の確保に苦慮している。また、取組の支援者（ボランティア）についても事業ごとに依頼が

あるので調整して欲しいとの要望がある。 
③経費の視点 

 年々事業費は削減されており、単独の事業では継続的な取組が難しくなっている。また、

個々の事業には年限があり、継続的な取組に移行する仕組みづくりが必要である。 
 

それぞれの事業を有機的に連携させ、子どもの

教育や子育て支援を効率よく、効果的に、しか

も継続して取り組める仕組みづくりが必要 

【有機的な連携のイメージ】 
①センターの設置 

情報と人材を集め、総合的に企画・調整・連絡を行う取組の拠点

を設置する。（学校支援地域本部をイメージ） 
②コーディネーターの配置 

 学校支援・放課後支援・家庭教育支援の取組を総合的に調整する

コーディネーターを配置する。（複数配置も想定） 
③人材の育成と管理の効率化 

 研修会の効果的な開催、人材バンクの管理と活用の一元化、諸団

体との協力体制の構築等を進める。 
④運営組織の一本化 

 効率よく、効果的に検討が進められるように組織を１つにする。 
 

市
町
村
独
自
の
事
業
に
発
展
さ
せ
る 
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地域課題（地域医療）に即した「ふるさと教育」 

ふるさとの時間軸（歴史）と空間軸（自

然、環境、文化、産業など）により、「ふる

さとを知って、愛する心の醸成」を実現 

ふるさとの今を知り、地域課題を見つけ、

「ふるさとの将来に自分が果たすべき役割

に対する使命感（＝志）の醸成」を実現 

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の

質
的
・
量
的
充
実 

医師・看護職員不足 

【全県的課題】 

・医師の地域偏在と診療科偏在 

・医師不足等による医療機関への影響 

 

地域医療の崩壊は、即、地域の崩壊 

プラス 

～地域課題（地域医療）に即した「ふるさと教育」を実施する場合～ 

◆県はその活動に係る経費を通常のふるさと教育とは別に市町村を通して交付します。 
【平成 24・25年度の 2年間限定】 

◆交付金額・・・小学校１校あたり１０万円（上限）、中学校１校あたり２０万円（上限） 

◆対象経費・・・需用費（調べ学習用図書費【医療に関連する図書のみ】、資料代、文具等）、報償

費（謝金）、旅費、役務費（郵便料、電信電話料、バス運賃等）、使用料（会場使

用料、借り上げバス代等） 

         ※調べ学習用図書費は、小学校５万円、中学校１０万円を上限とします。 

◆申請方法・・・通常のふるさと教育に併せて実施計画書等を提出してもらいますが、それとは別

に当該年度内に追加募集を行う予定です。 

◆そ の 他・・・全小中学校へ配布する資料及びＤＶＤの積極的活用をお願いします。 

◇ねらい 

  島根県の地域医療の現状及び課題を知り、ふるさとの将来に自分が果たすべき役割について

考えることができる。 

◇主な対象 

  小学校５・６年生及び中学校１年生 

◇内 容（例） 

 1.地域医療の現状及び課題を知る 

①島根県健康福祉部医療政策課作成資料「島根県の医療について」及びＤＶＤ「知ろう！学

ぼう！医療の現場～明日のしまねを支える君たちへ～」の活用【県内全小中学校へ配布】 

②医療関係図書による調べ学習 

③学校医等の医療従事者の講義 

 2．ふるさとの将来に自分が果たすべき役割について考える 

  ①調べ学習等のまとめと発表 

  ②学校医等の医療従事者との懇談 

 3.その他 

   医療現場の見学・体験（職場体験学習とのリンク）など 

 

地域課題（地域医療）に即した「ふるさと教育」の推進 

ふるさと教育への期待 

児童・生徒の発達段階と学校及び地域の実情に応じた実践(2～10時間程度) 



　【学習支援活動】

　【部活動指導】

　【環境整備】

　【登下校安全指導】

コーディネーター

地域の実情に応じた組織や仕組みづくり

学 校 支 援 活 動

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
拡
充

社
会
教
育
で
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す
場
に

地
域
の
教
育
力
の
向
上

協
力
依
頼

学校支援

学
校
支
援

学校支援ボランティア（無償）

調
整

市町村運営委員会

ふるさと教育
放課後支援 家庭教育支援

結集！しまねの子育て協働プロジェクト

有機的な連携

　【退職者】
　【有資格者】（免許取得者）
　　（例）教員、社会教育主事、司書、学芸員、情報処理技術者、保育士、看護師、栄養士　等
　【様々な仕事・特技を持つ人】
　　（例）プロアマスポーツ経験者、海外勤務経験者、造園業、大工、レクリエーション指導、調理師、
　　　　　和裁・洋裁等

学校支援活動に参加する
意欲のある地域住民が協力
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～
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支
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地
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文
部
科
学
省
委
託
事
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と
し
て
、
平
成
２
３
年
度
か
ら
は
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
よ
る
教
育
支
援
活
動
促
進
事
業
」
（
文
部
科
学
省
補
助
事
業
）
と
し
て
実
施
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※
平
成
２
０
～
２
２
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記
載
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値
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各
年
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実
績
報
告
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か
ら
、
平
成
２
３
年
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の
数
値
は
平
成
２
３
年
度
学
校
支
援
地
域
本
部
事
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実
施
状
況
等
調
査
か
ら
、
平
成
２
４
年
度
の
数
値
は
平
成
２
４
年
度
仮
申
請
書
か
ら
転
記
。
（
い
ず
れ
も
各
市
町
村
作
成
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ら
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立
校
（
分
校
を
含
む
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数
を
転
記
。
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島根県の放課後子どもプラン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年度から国の放課後子どもプラン推進事業がスタートし、各市町村においては地域の実情に応

じながら、留守家庭の児童に対し毎日の生活の場を提供する「放課後児童クラブ」に加え、地域の大人た

ちが異年齢の子どもたちに交流・体験の場を提供する「放課後子ども教室」の開設も進み、着実にその推

進は図られています。 

◇島根の放課後子どもプランとは？ 

地域の宝である子どもを地域全体で育むという基本理念に基づき、群れて遊

ぶことが少なくゲームやテレビで過ごしがちな子どもに、地域の大人たちの力

を結集して放課後や休日を健やかに過ごすことができる環境を保障し、地域で

の子どもの育ちを支えようとするものです。 

◇島根県では、次のように推進されることをめざしています。 

プラス この取組を通して、次のような目的意識を持つことも大切です。 

 

①地域の教育力の再構築 
「放課後子どもプラン」は、地域の教育力を再構築していく具体的なきっかけとなるものであり、でき

るだけ多くの地域住民が参画し、広く情報を共有することで、大きな推進力にしていくことが望まれます。 

②学校と地域社会との連携協力や信頼関係の構築 
学校と地域社会との連携協力や信頼関係の構築に向けて、「放課後子どもプラン」を十分に活かしてい

く必要もあります。 

③家庭の教育力の向上 
保護者を便利なサービスの利用者の側に留めておくのではなく、例えば地域の様々な行事や活動とつ

ながるきっかけを提供するなど、「放課後子どもプラン」を家庭の教育力の向上に結びつけていくとい

う理念を持つことが重要です。 

社会総がかりで子どもの育

ちを支える気運の醸成と仕組

みづくりのため、すべての小

学校区ごとに地域内の子ども

の放課後や休日の過ごし方が

検討・対応される場づくりを

めざします。 

国庫補助事業である「放課後子ども

教室推進事業」や「放課後児童健全育

成事業」の推進をはじめ、放課後の子

どもたちを対象とした様々な取組が、

地域の実態に応じて、相互に連携協力

しながら総合的・体系的に推進される

ことをめざします。 

関係機関が、より連

携を強め、取組の推進

にあたることをめざ

します。県の関係各課

も連携体制を確立し、

関連施策の推進をは

かります。 

１ ２ ３ 

例えば…、放課後子ども教室と放課後児童クラブの連携をはじめ、「結集！しまねの子育て協働プロジェクト」の他の

事業との有機的な組み合わせ（検討の場等の一本化、合同研修会の実施、コーディネーターの兼務、各事業の枠を超

えた相互連携活動等など）により、地域全体で子どもの育ちを支える教育支援活動等が推進されることをめざします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇プラン推進のポイントは「地域内の子どもの放課後や休

日の過ごし方が検討・対応される場づくり」です。 

放課後子どもプランの進め方 

地域の子どもたちにとって、「放課後や休日に安全で安心でき

る生活の場があるのか。」「異年齢など多様な関わりや群れて遊

ぶ機会があるのか。」「様々な活動や体験の機会があるのか。」

など、放課後や休日の地域での過ごし方について地域（小学校

区程度）で検討する場を作る。 

検討をもとに地域ご

とに子どもたちの生

活や活動の形をプラ

ンニングする。 

プランに沿って

地域の実態にあ

った活動に取り

組む。 

１ ２ ３ 

「検討の場」を地域の子どもの育ちについて 
関係者の共通理解やネットワーク化を図る場に 

※関係者：放課後子ども教室や放課後児童クラブの関
係者、行政関係者（教育委員会及び福祉部局）、学校
関係者、社会教育関係者（公民館等）、児童福祉関係
者、ＰＴＡ関係者及びスポーツ少年団関係者や子ども
会関係者など、放課後や休日に地域の子どもたちと関
わる多くの地域住民 

例
え
ば
� 
◇プラン推進のポイントは 

「放課後子ども教室」と「放課後児童クラブ」の活用です。 
放課後子どもプランは地域の実情に応じ、地域にある既存の組織や取組などをうまく活用・連携しても進めて

いくことはできます。しかし、国庫補助事業である「放課後子ども教室推進事業（放課後子ども教室）」と「放

課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）」という２大メニューを活用することは大きなポイントです。 

 

☆両事業で約８６％の小学校区をカバー（２４年２月現在） 

② 保護者が子ども教室や児童クラブなどを単に便利なサービスの享受と考えるのでは

なく、できるだけ積極的に地域の取組に関わっていく姿勢をもつためにも、検討の場

にＰＴＡ関係者が参加するのはもちろんですが、検討の場を通して放課後や休日に子

どもたちに関わる多くの関係者が「保護者と地域との接点」や「保護者の参画」を意

識することも必要です。 

③ 学校も地域のニーズや活動の内容に関心を持ち、家庭や地域とともに子どもを育て

ていくという思いをさらに強くするためにも、検討の場を通した家庭・地域社会との

連携強化が必要になります。 

① 特別な支援が必要な子どもの様子やニーズ等を把握し障がいのある子どもや不登校

の子どもたちもともに地域で活動できる取組にするためには、学校と家庭だけの連携

ではなく、放課後や休日に子どもたちと関わる子ども教室や児童クラブ、そしてスポ

ーツ少年団や子ども会、公民館などの関係者も相互に連携する必要があります。 
 

１
０
市
町
１
１
５
校
区
に 設

置 

（
２
４
年
２
月
現
在 

中
学
校
区
等
レ
ベ
ル
も
含
む
） 

放課後子ども教室推進事業 ：「子どもの居場所」と

して公民館や学校の余裕教室を活用し、地域の大人が

ボランティアとして参画し、放課後や週末に子どもた

ちが体験や交流を行う場として開設されてきたもので

す。異年齢で自由に遊んだり、文化体験やスポーツを

楽しんだり、ものづくりや読書をするなど内容や実施

の形態は地域によって様々です。 

放課後児童健全育成事業 ：保護者が労働等

により昼間家庭にいない児童（小学校に就学

しているおおむね１０歳（小学３年生）未満

の児童）に対して生活の場を提供するもので

す。専用のスペースがあり、専任の指導員が

配置されています。 

「放課後子ども教室」 「放課後児童クラブ」 

17市町 169教室開設（２４年２月現在） 17市町 194教室開設（２４年２月現在） 
※国庫補助対象外クラブを含む 
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【参考資料】 

家 庭 教 育 支 援 事 業 

 

 
 
 
 
 
 

家庭教育支援 

結集！しまねの子育て協働プロジェクト 

地域全体の教育力の向上 

学校・家庭・地域が協働して子どもを育んでいく活動の推進 

市町村が実施主体となり、親学プログラム及び親学ファシリテーターを

活用し、全ての親が安心して家庭教育を行うための支援活動を行う 

親学ファシリテーター等の 
組織化による相談対応 

親学プログラムを活用した 

保護者への学習機会や親子 

参加行事の企画・提供など 

ふるさと教育 学校支援 放課後支援 

有 機 的 な 連 携 

『親学ファシリテーター』修了者 合計110名
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選定モデル公民館

※平成19年度選定モデル公民館：松江市城北公民館・松江市白潟公民館・松江市法吉公民館・浜田市石見公民館・浜田市安城公民館・出雲市鵜鷺コミュニティセ
ンター・大田市福波公民館・安来市島田交流センター・雲南市西日登交流センター・邑南町公民館共同事業・吉賀町蔵木公民館・
隠岐の島町公民館共同事業

　平成20年度選定モデル公民館：松江市古志原公民館・松江市玉湯公民館・松江市来待地区公民館・浜田市美川公民館・浜田市公連金城自治区会・益田市安田公民館・
大田市中央公民館・飯南町頓原公民館・美郷町公民館連絡協議会・津和野町左鐙公民館・吉賀町朝倉公民館・海士町中央公民館

※平成19年度～平成23年度 応募総数　96ヵ所（159館）　　選定数　58ヵ所（110館）

年度 公民館等の名称 実証事業のテーマ

平

　
成

　
21

　
年

　
度

松 江 市 朝 日 公 民 館 地域文化を語り、在住外国人と私たちが共生できるまちづくり

松 江 市 本 庄 公 民 館 親子で家族で地域で中海の再生　～水辺の楽校プロジェクトへの参画～　 子 育 て 支 援 枠

浜田市公連・旭自治区会 『あさひ　楽々教養講座』　知る楽しみ・伝える楽しみ

浜 田 市 国 府 公 民 館 国府地区　人の輪プロジェクト　～地域の事も体験を通して世代のバトンをつなぐ～

浜 田 市 井 野 公 民 館 みんなで守り育てる「井野の宝　山菜」　～身近な「山菜」をみんなで「井野の宝」へ育て、人がふれあう自慢のふるさとづくりをすすめる～

出雲市鳶巣コミュニティセンター 「縁∞絆」協働によるまちづくり　～命輝く鳶巣　永久に幸あれ～

益田市191交流協議会「輝」 みどり輝く里山の　心をつなぐ　いろは街道　仲間とつくろう明るい未来

益 田 市 都 茂 公 民 館 父ちゃんの背中はでっかいぞ！ ＆ 母ちゃんの♡はあったかいぞ!　～体験を通じて親の輪、親子の輪、地域の輪づくり～  子 育 て 支 援 枠

益 田 市 小 野 公 民 館 「ひとまろの里　小野っ子」の確かな成長を目指して　～子どもの現状把握に基づいた、親学と子どもの体験活動支援を広げる～

大 田 市 仁 摩 公 民 館 声かけて、笑顔で創る「ふれ愛の郷・仁摩Ⅲ」　～地域の安心・安全ネットワークの充実をもとめて～

安来市広瀬交流センター 「ひろせ愛を広めたい」　～住んで良かった　わがまちひろせ～　地域への愛着を深め、地域活性化・まちおこしに取組む

江津市さくらえ公民館連絡会 世代間・地域交流を通した地域活性化

雲南市加茂交流センター 「活力と魅力溢れる地域づくり」　家庭教育を軸として　多くの人々との多様な交流を通じて

平

　
成

　
22

　
年

　
度

浜 田 市 周 布 公 民 館 「煌めけ☆周布 !! 」　～スポーツを通して地域の健康づくり～

浜 田 市 安 城 公 民 館 「弥栄で生きて生かされる」　誰もが安心して“弥栄で生きてよかった”と思える町になるために…

浜 田 市 三 隅 公 民 館 三隅氏復活プロジェクト「三隅伝　いにしえからの叫び」～三隅氏が輝いていた中世の歴史を語り継ごう～　 子 育 て 支 援 枠

浜 田 市 岡 見 公 民 館 伝承・伝播・伝達　てんでづたえに　じげ岡見　～ふるさと岡見を　次から次へ～

浜 田 市 白 砂 公 民 館 「もったいない」で再生する地域の絆　～受け継ごう　先人の思い　語り継ごう　次世代へ～

益田市北仙道公民館 一人ひとりがつながり、地域は地域で守る、活気あふれる北仙道

大田市温泉津公民館 まちのすべてが学びの場　～「温泉津いろは楽校」2年生 !～

飯南町赤来地区公民館協議会 伝えよう　囃子の音を後世に、広げよう　囃子の音で地域の輪 !!　～囃子笛　伝承教室～

邑南町公民館連絡協議会 ふるさとまるごと博物館プロジェクト　～伝えたいこの子らに～「われら道ばた学芸員」　 子 育 て 支 援 枠

隠岐の島町都万公民館 高齢者だからこそできる地域づくりは、自分自身が光（高）齢者になることから !!

平
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浜 田 市 今 市 公 民 館 子ども活動が地域をつなぐ !　～子どもの笑顔をどまんなかに～

浜 田 市 美 川 公 民 館 きてみんさい !　山里を活かすイキイキ美川　～すんで元気・訪れて元気～　 中山間地域実践枠

出雲市荒木コミュニティセンター あらきブック＆ネット・すぺーす　「荒木・みんなの居場所づくり事業」

益 田 市 真 砂 公 民 館 公民館・学校・地域商社との協働による地域運営の仕組みづくり　 中山間地域実践枠

大 田 市 中 央 公 民 館 中高生のための「大田中央“絆プログラム”」　～未来へつなげる地域の絆～

大田市久利まちづくりセンター 産直市を通じた高齢者の生きがいづくりと交流による地域力の再生 !　 中山間地域実践枠

大田市馬路まちづくりセンター 地域を生かした情報発信と受入れによる醸成事業　 中山間地域実践枠

大田市温泉津まちづくりセンター 大学生との交流機会を通した地域のまちづくりの推進・定住交流人口拡大・雇用創出と伝統文化の保存継承　 中山間地域実践枠

奥出雲町三成中央公民館 キバメ !　キコハチ群談　in　みなり　～炭焼き窯のけむり便り～

津和野町左鐙公民館 人との絆を深め、安全・安心な地域づくりを　～近隣の助け合いから地域の防災づくり～

西ノ島町中央公民館 牧畑（まきはた）がつなぐ人と人　～夫（ぶ）の精神（こころ）に学ぶ～



「地域力」醸成の気運→地域の元気を取り戻す

実証！ 「地域力」醸成プログラム

課題意識
“人づくり”の拠点である公民館が培ってきた

「地域力」醸成のノウハウを結集しよう

【社会病理現象】いじめ、自殺、不登校、児童虐待、学力低下、体力低下、生活リズムの乱れ、引きこもり、社会体験の不足など

【趣旨】

“人づくり”の拠点である公民館が培ってきた「地域力」醸成のノウハウ（＝地域の課題を掘り下げ、そ

の解決に向けた学習・実践活動に大人世代を巻き込んでいく仕組み）をモデル公民館を選定して実証す

ることにより、「地域力」の重要性について世論喚起

【事業内容】

①モデル公民館の選定件数：38カ所程度（継続21カ所・新規17カ所程度）

②選定方法

・島根県公民館連絡協議会に「モデル公民館選定委員会」を設置

・選定委員会は、学識経験者、公民館運営に造詣の深い者などで構成

・公民館職員、地域住民、NPO法人、社会教育主事等の英知を結集して企画内容を精査

③実施段階での支援

・公民館、地域住民等の自主性・主体性を精一杯引き出すことを基本とする

・必要に応じて、社会教育関係者が、重点的に現場を応援

・実証事業に要する経費について、モデル公民館の実情を踏まえて助成

・「ふるさと教育」、「放課後子どもプラン」など県教委重点事業においても、公民館活動との連携を一層強化

④選定・実証・成果検証に至るプロセスの情報発信

・モデル公民館の選定から実証事業、成果検証に至るプロセスを情報発信し、世論喚起を図る

【事業規模】

・島根県公民館連絡協議会へ事業委託として8,700千円【平成24年度予算】

※上記に加えて「中山間地域実践枠」、「地域の歴史・文化枠」など11,427千円　計20,127千円

公民館には「地域力」を醸成するソフトウェアがある

モデル事業による実証
大人世代を巻き込む！

① 住民主体の学習活動に結びつくことで、息の長い取り組みにつながる。→ 大人の意識改革

② 熱意ある住民・NPO法人等と公民館との接点を拡大し、継続的な人材交流が生まれる。

③ 地域の課題が深く掘り下げられ、奇をてらわない実効性のある取り組みになる。

地域教育力が低下していると認識している人の割合 ： 55.6％　　低下している要因…個人主義が浸透しているため ： 56.1％
（出典）「地域の教育力に関する実態調査」（平成18年2月　文科省）

□閉塞感打破への期待感　　□市町村合併後の地域の自立に向けた動き

□子どもの教育を巡る「社会病理現象」　　□地域に根ざした住民自治活動の再興の必要

実 証 事 業

公民館活動に光をあてる意義

【発 行】島根県教育庁社会教育課・島根県公民館連絡協議会　島根県松江市殿町 1 番地　TEL0852-22-5429

【URL】http://www.pref.shimane.lg.jp/shakaikyoiku/



平成 24年度 ふるまい向上プロジェクトに関わる取組 

社会教育課 

１ 「ふるまい向上プロジェクト」社会教育課の取組（計 5,170 千円） 

 ◎親学プログラムの普及・拡大 

   「しまね学習支援プログラム」（通称：親学プログラム）を活用した学習活動がＰＴＡ研修や  

公民館等多くの保護者や住民が集まる機会においてさらに積極的に行われるようにするために、

「親学ファシリテーター」を養成を拡大するとともに、養成した「親学ファシリテーター」を

派遣して地域における家庭教育支援やふるまい向上に関する学習活動の支援を拡大する。 

 ◎公民館ふるまい向上プロジェクト助成拡大 

地域住民を対象とする「ふるまい向上」（作法、しつけ、ことばづかい等）に関わる研修会や

学習活動を実施しようとする公民館等に助成の拡大を行い、地域社会での「ふるまい向上」に

向けた意識啓発をさらに行う。 

 

２ 親学プログラムの普及・拡大（3,070 千円） 

 ○ 事業内容 

  ①親学ファシリテーターの養成拡大 

    親学ファシリテーター養成研修（２日間×数回）を開催し、1 年間に１２０名の親学ファシ
リテーターを養成する。（目標養成人数：３年間で 240名／小学校区に 1名） 

  ②親学ファシリテーターの派遣拡大 

親学ファシリテーター養成講座修了者に対し、フォローアップをしながら、「親学プログラ

ム」を活用した研修会等への派遣を拡大することにより、市町村における研修会や公民館等の

学習活動、保護者会やＰＴＡ研修、教職員研修、職場研修などを企画・実施する人の支援を拡

大する。 

  ③親学プログラム（完成版）の周知 

県内へのチラシの配布及び学校等への訪問により、完成した親学プログラムの広報を積極的

に行い、その活用を促す。 

 

３ 公民館ふるまい向上プロジェクト助成拡大（2,100 千円） 

 ○ 事業内容 

  「ふるまい向上」に関わる公民館関係者向け研修の開催や公民館単位に実施する活動を助成する。 

 ・助成  ＠５万程度×４０公民館程度 
※１公民館１０万円を上限とする。 
※３年間で１００館（県内公民館の約１／３）への助成を目標とする。 
※事業実施エリアは、1公民館区または小学校区を原則とする。 
※助成額については、県公連事務局において事業計画書の内容を審議の上決定する。 

 ○ 実施主体 

   島根県公民館連絡協議会・・・委託（説明会及び助成に関わる審査、事務） 

 

４ その他 

 ①ＰＴＡ組織への意識啓発 

  保健体育課健康づくり推進室が実施する「乳幼児期からの生活習慣づくり事業（ＰＴＡ・保育所  

保護者会を対象としたモデル事業）との連携・協力及び島根県ＰＴＡ合同連絡協議会への働きか  

けや研修会の開催により、単ＰＴＡへのふるまい向上に対する意識高揚を図る。 

 ②社会教育施設における意識啓発 

  県立図書館、県立青少年の家、県立少年自然の家での主催事業等において、社会教育研修センタ 

ーと協力しながら、親学プログラムを組み入れた親子体験参加型イベント等を企画・実施するな 

どの親のふるまい向上に対する意識高揚を図る。 
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社会教育主事派遣人数社会教育主事派遣人数社会教育主事派遣人数社会教育主事派遣人数のののの推移推移推移推移派遣社会教育主事（県負担10/10） 地域教育コーディネーター（市町村負担１／２） →派遣社会教育主事（市1/2、町村1/4）事務所 市町村名 市町村名
松江 松江市 5 4 4 4

安来市
雲南市2

2
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安来市
2 2出雲 出雲市 3 2
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吉賀町1 津和野町11隠岐
益田 1吉賀町 1 11 1 111
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学
児
の
た
め
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
整
備
費
助
成
 

●
体
験
・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
 

●
親
子
読
書
普
及
員
の
養
成
 

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
育
士
等
へ
の
研
修
 

市 町 村 立 図 書 館 
家 庭 で の 読 み 聞 か せ 

貸  出  
貸  出  

貸  出  

・
親
へ
の
読
み
聞
か
せ
体
験

 
・
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ

 

（
支
援
）

 
（
学
校
司
書
等
研
修
の
実
施
）

 
（
支
援
）

 
（
調
べ
学
習
用
図
書
の
貸
出
）
 

◇
「
ね
え
！
こ
の
本
読
ん
で
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
◇
「
読
み
メ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 



    

「 「「「
ね

え
ね

え
ね

え
ね

え
！ ！！！

こ
の

こ
の

こ
の

こ
の

本
読

本
読

本
読

本
読

ん
で

ん
で

ん
で

ん
で

。 。。。
」 」」」

と ととと
「 「「「

読 読読読
み

メ
ン

み
メ

ン
み

メ
ン

み
メ

ン
」 」」」

    
２ ２２２

つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

事
業

事
業

事
業

事
業

イ
メ

ー
ジ

イ
メ

ー
ジ

イ
メ

ー
ジ

イ
メ

ー
ジ

    

家
庭

家
庭

家
庭

家
庭

で ででで
、 、、、

子 子子子
ど
も
が

ど
も
が

ど
も
が

ど
も
が

親 親親親
に ににに
絵
本

絵
本

絵
本

絵
本
の ののの
読 読読読
み みみみ
聞 聞聞聞
か
せ
を
せ
が
み

か
せ
を
せ
が
み

か
せ
を
せ
が
み

か
せ
を
せ
が
み

、 、、、
    

親 親親親
が ががが
子 子子子
ど
も
に

ど
も
に

ど
も
に

ど
も
に
絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

の ののの
読 読読読
み みみみ
聞 聞聞聞
か
せ
を
す
る
こ
と

か
せ
を
す
る
こ
と

か
せ
を
す
る
こ
と

か
せ
を
す
る
こ
と
    

                                                                                            「 「「「
ね

え
ね

え
ね

え
ね

え
！ ！！！

こ
の

こ
の

こ
の

こ
の

本
読

本
読

本
読

本
読

ん
で

ん
で

ん
で

ん
で

。
」

。
」

。
」

。
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

    

○ ○○○県立図書館 県立図書館県立図書館県立図書館
が ががが選書 選書選書選書した したしたした絵

本 絵本絵本絵本９９０ ９９０９９０９９０冊 冊冊冊
を ををを市町村立図

書館等 市町村立図書
館等

市町村立図書
館等

市町村立図書
館等に ににに寄託 寄託寄託寄託    

○ ○○○市町村 市町村市町村市町村にお
いて においてにおいてにおいて、 、、、幼

稚園 幼稚園幼稚園幼稚園、 、、、保育
所等 保育所等保育所等保育所等での でのでのでの

巡回活用 巡回活用巡回活用巡回活用や ややや親
子 親子親子親子が ががが集 集集集まる まるまるまる

場所 場所場所場所への へのへのへの貸出
利用 貸出利用貸出利用貸出利用    

「 「「「
読 読読読

み
メ

ン
み

メ
ン

み
メ

ン
み

メ
ン

」 」」」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
    

○ ○○○産科医院等 産科医院等産科医院等産科医院等
での でのでのでの読 読読読み みみみ聞 聞聞聞か

せ かせかせかせ体験会 体験会体験会体験会や ややや
絵本展示 絵本展示絵本展示絵本展示会 会会会、 、、、

小児病棟 小児病棟小児病棟小児病棟での でのでのでの
読 読読読み みみみ合 合合合い いいい等 等等等（ （（（

親 親親親の ののの集 集集集まり・ まり・まり・まり・
親子 親子親子親子の ののの集 集集集まり

など まりなどまりなどまりなど様 様様様々々々々
な ななな機会 機会機会機会を ををを活用 活用活用活用

） ）））    
○ ○○○体験 体験体験体験・ ・・・啓発 啓発啓発啓発

イベント イベントイベントイベント（ （（（あ
すてらす あすてらすあすてらすあすてらす    

８ ８８８月 月月月５ ５５５日 日日日） ））） 

 幼稚園 幼稚園幼稚園幼稚園や ややや
保育所 保育所保育所保育所、 、、、子育 子育子育子育て ててて

支援 支援支援支援セン センセンセン
ター ターターター等 等等等で ででで、 、、、大人 大人大人大人

（ （（（読 読読読み みみみ聞 聞聞聞かせボ
ラ かせボラかせボラかせボラ

ンティアや ンティアやンティアやンティアや保育
士 保育士保育士保育士など などなどなど） ）））が ががが

園児 園児園児園児
（ （（（乳幼児 乳幼児乳幼児乳幼児） ）））への へのへのへの

絵本 絵本絵本絵本の ののの読 読読読み みみみ聞 聞聞聞か
せ かせかせかせ

を ををを行 行行行い いいい、 、、、その そのそのその場 場場場
でその でそのでそのでその読 読読読み みみみ聞 聞聞聞か

せ かせかせかせ
した したしたした本 本本本を ををを貸 貸貸貸し ししし出 出出出

す すすす。 。。。    
産科医院 産科医院産科医院産科医院や ややや母親

学級 母親学級母親学級母親学級、 、、、公民
館 公民館公民館公民館、 、、、

育児 育児育児育児サークル サークルサークルサークル等 等等等
で ででで、 、、、プレパパや プレパパやプレパパやプレパパや

プレママ プレママプレママプレママ、 、、、乳幼
児 乳幼児乳幼児乳幼児を ををを持 持持持つ つつつ親 親親親

、 、、、祖 祖祖祖
父母 父母父母父母に ににに向 向向向けた けたけたけた啓

発活動 啓発活動啓発活動啓発活動を ををを実施 実施実施実施
。 。。。    

読 読読読み みみみ聞 聞聞聞かせに かせにかせにかせに最
適 最適最適最適な ななな絵本 絵本絵本絵本を ををを使 使使使

い いいい
体験 体験体験体験する するするする機会 機会機会機会を ををを

提供 提供提供提供。 。。。    
1セット（箱）に10

タイトル×複本3
冊＝30冊 

1市町村あたり３５
セット 

気 気気気に ににに入 入入入った ったったった絵本 絵本絵本絵本
を ををを子 子子子どもが どもがどもがどもが    

家 家家家へ へへへ持 持持持ち ちちち帰 帰帰帰るこ
とができる ることができるることができるることができる

    
「 「「「本 本本本の ののの宅配 宅配宅配宅配」 」」」の ののの

仕組 仕組仕組仕組みを みをみをみを作 作作作る るるる    
    本 本本本を ををを読 読読読んで んでんでんで欲 欲欲欲し

いと しいとしいとしいと願 願願願う ううう    子 子子子どもの どものどものどもの心 心心心のエ
ネルギーで のエネルギーでのエネルギーでのエネルギーで

    
人 人人人や ややや本 本本本を ををを動 動動動かす かすかすかす

仕組 仕組仕組仕組み みみみ    
とりわけ とりわけとりわけとりわけ父親 父親父親父親に

スポットを にスポットをにスポットをにスポットを
当 当当当て ててて、 、、、

子 子子子どもと どもとどもとどもと密接 密接密接密接
にふれあい にふれあいにふれあいにふれあい絆 絆絆絆

を ををを深 深深深
める めるめるめる絵本 絵本絵本絵本の ののの読 読読読

み みみみ聞 聞聞聞かせの かせのかせのかせの楽 楽楽楽
しさ しさしさしさ

を ををを体験 体験体験体験しても
らい してもらいしてもらいしてもらい、 、、、

絵本 絵本絵本絵本を ををを使 使使使っ っっっ
た たたた子育 子育子育子育てへの てへのてへのてへの

参画 参画参画参画を ををを促 促促促す すすす    
    読 読読読みメンはイ

クメンへの みメンはイク
メンへの

みメンはイク
メンへの

みメンはイク
メンへの第一

歩 第一歩第一歩第一歩    

目
指
す
と

こ
ろ
は

…
    

継続する（習慣化
する）ために必要

なこと 
 ①親への普及啓

発（『子どもは絵
本が大好き』）

 ②読書環境の整
備（良い本が身近

にあること） 

＝ 

＝ 

 ○選定した絵
本を紹介する

リスト冊子の
作成、配布（

６月までに実
施）→県立図

書館に納入さ
れた図書を展

示（８月） 
○未就学児の

ための図書コ
ーナー整備費

助成  ※図
書館・市町村

立幼稚園等の
公立施設を除

く 
○読みメン啓

発リーフレッ
トの作成、配

布（やってみ
ようと思わせ

る内容、７月
までに実施）

 
○「子ども読

書県しまね」
公式キャラク

ターの活用（
絵本の運搬箱

、各種印刷物
、親子読書普

及員用エプロ
ンなど） 

○広報にＳＮ
ＳなどのＩＣ

Ｔを利用（子
ども読書県し

まねＨＰ、ツ
イッター、チ

ラシ、各種メ
ディアなど）

 
○親子読書普

及員養成講座
（県内５か所

）（乳幼児の
親を対象に「

親子読書のす
すめ」を話す

ボランティア
を養成） 

○読み聞かせ
ボランティア

、保育士・幼
稚園教諭、子

育て支援セン
ター職員等へ

の研修 
プロジェク

トを
プロジェク

トを
プロジェク

トを
プロジェク

トを推進 推進推進推進す
るための するためのするためのするための

取組 取組取組取組の ののの例 例例例    



子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業

 

発 展  

～
「
子
ど
も
読
書
県
し
ま
ね
」
を
め
ざ
し
て
～

 

確
か
な
学
力
の
育
成

 
豊
か
な
心
の
育
成

 

読
書
活
動
の
推
進
 

感
性
・
想
像
力

 

学
校
図
書
館
活
用
教
育
の
推
進

 

情
報
活
用
能
力

 

                ○
 読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
 

 
・
学
校
、
公
立
図
書
館
の
取
組
を
 

 
 
 
  

    

Ⅲ
．
物
的
環
境
の
整
備

 
Ⅰ
．
気
運
の
醸
成

 
Ⅱ
．
人
的
支
援
の
充
実

 

H2
2 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

  学
校
図
書

館
活
用
教

育
図
書
整

備
事
業

 
   

 
調
べ
学
習

用
図
書
を
市

町
村
立
図

書
館
等
に
寄

託
。

 

 司
書
教

諭
養
成

事
業

 
H
2
1
～
２
５

 
  受
講
者

旅
費
の

負
担
。
講

習
経
費

の
補
助
。

司
書
教

諭
の
全

校
配
置
・

発
令
。

 
 

 図
書
館
研

修
用

D
V
D
の

制
作
・配
付

 

 司
書
教
諭

悉
皆
研
修

 
 H

2
2
～

2
4
 

 全
て
の
小

中
学
校
の

司
書
教
諭

（
学
校
図
書

館
担
当
教

員
）
を
対
象

に
県
内
５
カ

所
で
研
修
を

実
施
。

 

「学
校
図
書

館
大
改
造
」

D
V
D
の
制

作
・配
付

 

 学
校
図
書

館
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業

 
  学
校
図
書
館

の
改
造
へ
の

補
助
。

 

活 用  定 着  

 学
校
司
書

 
研
修

 
H
2
１
～
２
５

 
  学
校
図
書

館
の
専
門

職
と
し
て

の
学
校
司

書
の
資

質
･能
力

向
上
。

 

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト

 
H
2
4
～

 

4
4
2
千
円

 
 調
べ
学
習

の
成
果
を

プ
レ
ゼ
ン

に
ま
と
め

て
発
表
･表

現
力
の
育

成
。

 

学
校
図
書

館
活
用
教

育
フ
ォ
ー
ラ

ム
 

  県
立
高

校
図
書
館

教
育
推
進

事
業

 

 H
2
４

 

２
８

,１
０
５
千

円
 

 県
立
高
校

司
書
配
置

事
業
。
学

校
図
書
館

人
材
育
成

事
業
。

 

未
就
学
児
の
た
め
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
整
備
費
助
成
事

業
 

H
2
4
 
 

 
7
,０

0
0
千
円

 

  

読
み
メ
ン
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

 
H
2
4
 
 

 
1
1
,9

3
6
千
円

 
 父
親
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
「
読
み
メ
ン
」
の
普

及
・
啓
発
。

 

 学
校
図
書
館
司

書
等
配
置
事
業

 
H
2
１
～
２
５

 

H
2
4
～
モ
デ
ル
事
業

廃
止

 

 全
小
中
学
校
に

学
校
司
書
等
を

配
置
す
る
よ
う
財

政
支
援
。

 
 有
償
ボ
ラ
：
２
０

万
円

 

司
書

A
：
百
万
円

 

司
書

B
２
百
万
円

 
市

1
/
2
町
村

2
/
3
 

H
2
3
ま
で
は
モ
デ

ル
事
業
。

 

「ね
え
！
こ
の
本
読
ん
で
。
」乳

幼
児
へ
の
読
書
普
及
事
業

 
H
2
4
 
 

 
2
3
,5

3
6
千
円

 
 読
み
聞
か
せ
用
図
書
の
整
備
。

子
ど
も
が
家
に
本
を
持
っ
て
帰

る
仕
組
み
作
り
。

 

学
校
向
け
事
業
ｋ

 

未
就
学
児
向
け
事
業

 

  学
校
図

書
館
活

用
コ
ン

ク
ー
ル

 
  

 

優
秀
実
践

校
を
表
彰
。

副
賞
5
～

1
0
万
円

(
図
書
券

)
。

リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、

Ｈ
Ｐ
で
紹

介
。
 

 学
校
図

書
館
活

用
推
進

事
業

  
 学
校
図

書
館
の

活
動
を

パ
ネ
ル

で
地
域

に
発
信
。

 

 特
別
支

援
学
校

学
校
図

書
館
フ

レ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
事

業
 

 

   H
2
４

 
1
5
,５
１
３
千
円

 
 図
書
館
環
境
整

備
員
を
配
置
。

図
書
・
書
架
等

の
整
備
。
担
当

者
研
修
。

 

 司
書
教
諭

サ
ポ
ー
ト
事

業
 

 H
2
3
～

2
4
 

 司
書
教
諭

が
校
内
で

学
校
図
書

館
活
用
教

育
を
推
進
で

き
る
よ
う
非

常
勤
講
師

を
配
置
。

 

  読
書
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催

 
6
0
0
千
円

/
年

 

 地
域
で
の

読
書
活
動

の
取
組
に

つ
い
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

で
情
報
発

信
。

 
 H
2
2
～

 
市
町
村
へ

の
委
託
事

業
 

(公
募
：
３
ヵ

所
）
 

2
0
0
千
円

/
年

 

全
体
計
画

 


